
司書職 令和４年９月１１日実施 

専門考査の問題 

 

問  題  １ 

                                            

 

○ 次の各文の①から⑪および⑬から⑰にあてはまる語句や数字を解答欄に記入しなさい。⑫

および⑱から㉜については、各文の選択肢の中から適切な記号をひとつ選び、解答欄に記
入しなさい。＊同じ番号には同じ語句や記号が入ります。 

 

１ 図書館法（昭和二十五年法律第百十八号） 
 
第二条  この法律において「図書館」とは、図書、記録その他必要な資料を収集し、整理し、

保存して、一般公衆の利用に供し、その教養、調査研究、レクリエーシヨン等に資すること

を目的とする施設で、地方公共団体、日本赤十字社又は一般社団法人若しくは一般財団法人

が（ ① ）するもの（学校に附属する図書館又は図書室を除く。）をいう。 

２ 前項の図書館のうち、地方公共団体の（ ① ）する図書館を（ ② ）図書館といい、

日本赤十字社又は一般社団法人若しくは一般財団法人の（ ① ）する図書館を（ ③ ）

図書館という。 
 
 

【解答欄】 

①  ②  ③  

 
 
 
 
２ 文字・活字文化振興法（平成十七年法律第九十一号） 

 

第十一条 国民の間に広く文字・活字文化についての関心と（ ④ ）を深めるようにするた

め、文字・活字文化の日を設ける。 

２ 文字・活字文化の日は、（ ⑤ ）とする。 

３ 国及び地方公共団体は、文字・活字文化の日には、その趣旨にふさわしい（ ⑥ ）が実 

施されるよう努めるものとする。 

  

 

【解答欄】 

④  ⑤  ⑥  

 

 

 

 

 

 

 

 



問  題  １ 

                                            

 
 
３ 視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律（令和元年法律第四十九号） 
 
 
第十条 国及び地方公共団体は、視覚障害者等が（ ⑦ ）を利用して全国各地に存する視覚

障害者等が利用しやすい書籍等を十分かつ円滑に利用することができるようにするため、次

に掲げる施策その他の必要な施策を講ずるものとする。 

一 （ ⑧ ）等から著作権法（昭和四十五年法律第四十八号）第（ ⑨ ）条第二項又は第

三項本文の規定により製作される視覚障害者等が利用しやすい電子書籍等（以下「特定電子

書籍等」という。）であって（ ⑦ ）により送信することができるもの及び当該（ ⑧ ）

等の有する視覚障害者等が利用しやすい書籍等に関する情報の提供を受け、これらを

（ ⑦ ）により視覚障害者等に提供する全国的な（ ⑩ ）の運営に対する支援 
 

【解答欄】 

⑦  ⑧  ⑨  ⑩ 
 

 

 

 

 

４ 著作権法（昭和四十五年法律第四十八号）の第五十一条第二項では、著作権は、著作者の死

後七十年を経過するまでの間存続する旨、定められている。この期間を（ ⑪ ）という。小

説家、開高健（1989年 12月 9日没）の著作物の（ ⑪ ）として正しいものを下記よりひと

つ選んで答えなさい。（ ⑫ ） 

 

選択肢  

 

 

 

 

 

 

 

【解答欄】 

⑪  ⑫  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ａ）2060年 1月 1日まで   （ｂ）2059年 12月 9日まで 
 
（ｃ）2059年 12月 31日まで   （ｄ）2059年 12月 8日まで 



問  題  １ 

                                            

 
 

 

５ 下記は、ある市立図書館の統計である。 

 

市人口 蔵書冊数 図 書 購 入 費 

（千円） 

購入図書冊数 登 録 者 数 

（市内在住者） 

貸出点数 

（千点） 

720,000 14,500,000 43,000 25,000 180,000 2,810 

※小数点以下は、切上げて解答すること。 

 

・市民一人当たりの図書購入費は、（ ⑬ ）円である。 

 ・市民登録者一人当たりの貸出点数は、（ ⑭ ）点である。 

 ・購入図書の平均単価は、（ ⑮ ）円である。 

 ・市民登録率は、（ ⑯ ）％である。 

 

⑬  ⑭  ⑮  ⑯ 
 

 

 

 

６ 外交に関する報告書は、「白書」とは表記されない。（ ⑰ ）に正しい表記を漢字で記入し

なさい。また、以下の資料の分類（NDC10版）を選択肢より答えなさい。（ ⑱ ）～（ ㉒ ） 

 
 

『外交( ⑰ ）』（ ⑱ ） 『厚生労働白書』（ ⑲ ） 『経済財政白書』（ ⑳ ）   

『文部科学白書』（ ㉑ ） 『交通政策白書』（ ㉒ ）  
 

 

選択肢 

 

 

 

 
 

【解答欄】 

⑰  ⑱  ⑲  

⑳  ㉑  ㉒  

 

 

 

 

 

 

 

 

（ａ）３１９．１ （ｂ）３３０．５ （ｃ）３７３．１ （ｄ）４９８．１ （ｅ）６８１．１ 



問  題  １ 

                                            

 
 

 

７ 2021 年は、多くの子どもたちに物語を届けた日本の児童文学者、児童文学作家の逝去の報

があった。 

ひとりは、児童文学者で翻訳家・研究者でもあり、アーサー・ランサム全集や『かいじゅう

たちのいるところ』『ウォーターシップ・ダウンのうさぎたち』など多くの英米の児童文学を

翻訳し、紹介した（ ㉓ ）。もうひとりは、『お江戸の百太郎』シリーズや、50巻を数える『ズ

ッコケ三人組』シリーズを書き続け、中年になった三人組の作品も発表し、世代を超えて読者

を楽しませた（ ㉔ ）である。 
 

選択肢 

 

 

 

 

【解答欄】 

㉓     ㉔  

 

８ （ ㉕ ）とは、県域を越えた公共図書館所蔵図書の総合目録ネットワーク事業である。事

業参加館は、NDL サーチにログインすると、検索結果から相互貸借情報確認画面へ遷移でき、

県域を超える資料所蔵館に対しても、電子メールもしくは FAX で相互貸借を依頼することが

できる。 

 

９ メタデータの活用により、それぞれのウェブページに含まれる内容をコンピュータが検知

できるようにして、情報収集・利用の高度な自動化を図る技術を（ ㉖ ）という。 

 

10 （ ㉗ ）とは、ウェブ上でデータをつなぎ合わせ、また他のデータとつながる形で公開・

共有するための仕組み、またはその仕組みを用いて作成された機械可読データのことである。 

 

 選択肢 

 

 

 

 
【解答欄】 

㉕  ㉖  ㉗  

ア.石井桃子   イ.神宮輝夫   ウ.斎藤惇夫   エ.かこさとし  

オ.松岡享子  カ.瀬田貞二   キ.那須正幹 

ア．RDF  イ．リンクトデータ  ウ．オープンデータ  エ．セマンティックウェブ 

オ. ジャパンサーチ  カ．ゆにかねっと 



問  題  １ 

                                            

 

 

11  以下は、米国図書館協会により採択された「図書館の権利宣言」の一部抜粋である。 

文中の㉘～㉜の括弧内に入る適切な単語を、大文字小文字は考慮せずに選択肢 Aから Gの中か

ら選び、解答欄に記号を記入しなさい。＊同じ番号には同じ単語が入ります。 

 

Ⅰ. （ ㉘ ） and other library resources should be provided for the interest, 

information, and enlightenment of all people of the community the library serves. 

Materials should not be excluded because of the （ ㉙ ）, background, or views 

of those contributing to their creation. 

 

Ⅱ.  Libraries should provide materials and information presenting all points of view 

on current and historical issues. Materials should not be proscribed or removed 

because of （ ㉚ ） or doctrinal disapproval. 

 

Ⅲ． Libraries should challenge （ ㉛ ） in the fulfillment of their responsibility 

to provide information and enlightenment. 

 

Ⅳ.  Libraries should cooperate with all persons and groups concerned with resisting 

abridgment of （ ㉜ ） expression and （ ㉜ ） access to ideas. 

 

Ⅴ.  A person’s right to use a library should not be denied or abridged because of 

（ ㉙ ）, age, background, or views. 

 

 

選択肢 

 

 

 

 

 

 

【解答欄】     

㉘  ㉙  ㉚  ㉛ 
 

㉜ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（A）origin   （B）free  （C）partisan   （D）books   （E）censorship   

(F) birth     (G) freedom 



問  題  ２ 

                                            

 

 

○ 次の（１）から（４）の図書館に関する語句を、それぞれ１００字程度で説明しなさい。 

 

 

（１）国際図書館連盟 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 
 

（２）セレンディピティ 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 
 

（３）電子書籍 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 
 

（４）オープンアクセス 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 
 

 

 

 

 

 

 



問  題  ３ 

                                            

 

 

１．近年、Twitterや YouTubeといった情報発信型のソーシャルメディアによりイベントなどの

活動を広報する図書館も増えてきている。このようなメディアを活用して広報する場合に期

待される効果について 300字程度で述べなさい。 

 

 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                                                

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問  題  ３ 

                                            

 

 

２．小学校学習指導要領（平成 29年 3月告示）総則第 3の１の(7)には、「学校図書館を計画的

に利用しその機能の活用を図り，児童の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

に生かすとともに，児童の自主的，自発的な学習活動や読書活動を充実すること。また，地域

の図書館や博物館，美術館，劇場，音楽堂等の施設の活用を積極的に図り，資料を活用した情

報の収集や鑑賞等の学習活動を充実すること。」とある。 

ここで述べられている地域の図書館の活用に関し、公共図書館としてどのような支援が可

能であるか、具体的な支援策を２つ考えて、それぞれ 150字程度で述べなさい。 

 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 

                                 


